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すべての子どもと教職員が「安心」と「生き甲斐」

を感じられる学校を創る 

・まつなみ支援室を核とした「すべての子どもが安

心して学べる」教育環境の充実と支援 

・学校の教育活動全体で進める道徳教育の充実 

・広い視野で学びを考えるＳＤＧｓと、学びを効果

的に支えるＧＩＧＡスクールの一体的な推進 

・仲間の輪を広げる異学年交流活動（みのり班活動）

と多様な体験活動の推進と改善 

・「社会に開かれた教育課程」の実現をめざす学年・

学級カリキュラムの推進と改善 

学校の教育活動全体で行う道徳教育の方針及び重点 

【方針】 
・学校教育目標「太陽の子・北国の子・日本の子」
に基づき、希望と勇気、強い意志と日本人として
の誇りをもって学び続ける子どもを育てる。 

・附属学校園で学び合う仲間「友だち」を大切にす
る子どもを育てる。 

・山形県の子どもとして「いのち」（生命と生き
方）を尊重する子どもを育てる。 

【重点】 
生命尊重   信頼・友情  希望・勇気  郷土愛 

 

 

幼・小・中をつなぐ問題解決学習 

本校では、幼・保での体験を小学校での学びに生
かすスタート・カリキュラムを進め、子どもの発達
や個性に応じた問題解決能力の育成を図っていま
す。この取組は、探究的な学びを具現化し、中学校
で生かす資質・能力の育成にもつながります。 

郷土 Yamagataに根ざし広い視野を育む教育 

本県には、豊かな自然と「いのち」を尊重し育ん
できた先人の営み、そしてそれらを未来の発展につ
なげていこうとする文化や産業があります。こうし
た郷土のよさを子どもたち自身が理解し、郷土への
愛着と誇りに根ざしながら、世界的な広い視野と未
来につながる先見性をもって、郷土 Yamagataのよ
さを発信していく教育を進めていきます。 

まつなみ支援室を核とした「すべての子どもが 
安心して学べる」教育環境の充実と支援 

本校には、子どもの個性や状況など、それぞれの
ニーズに応じた教育を組織的に進めるための核と
なる「まつなみ支援室」があります。室長と特別支
援教育コーディネータ、スクールカウンセラー、メ
ンタルケアコーディネータ、支援員が中心となり、
校長・教頭を含めた全教職員がチームとなって教育
環境と支援の充実を図っていきます。 

Yamagata 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山形大学附属学校園将来構想 テーマ「広い視野と高い志を持ち、『共生社会』を創造的に生き抜く子どもの育成」 サブテーマ「“郷土 Yamagata”を基盤にした『グローバルシティズンシップ教育』の推進 

附属小学校では、学校教育目標「太陽の子・北国の子・日本の子」をめざし、未来をひらく教育を進めます！ 

４月「１年生を迎える集会」 →  ６月「みのり遠足」 →  

↓ 

10月「みのりスポーツフェスティバル」、「みのり登山」  ↓ 

 

日
常
的
な
み
の
り
班
活
動 

→ 

２月「６年生を送る集会」  年間を通した班活動で思いやりや協働性が育ちます。 

合唱部や弦楽部の活動等を通して、音楽や芸術に親しむ心・美しさを感じる心を育みます。 

「よりよい自分に向かって歩み続ける生き方が育つ学び」を 

テーマとし、山形大学・附属学校園が一体となった実践研究を進めます。 

視野を開くSDGsや学びを促進するＩＣＴの活用を一体的に進めます。 

子どもたちの豊かで多様な学びを支える「附属学校園コミュニティ・スクール」の実現に向け、ネットワークの構築を進めます。 

１年生を迎える集会 

千歳山での「みのり登山」 

馬見ヶ崎川原での「みのり遠足」 

教育実習生、ＡＬＴとともに（外国語科） 

みのりスポーツフェスティバル 

学年創造活動「夢色ランプ」 弦楽部（クリスマスコンサート） 

合唱部（クリスマスコンサート） 

大学との協働によるオンラインを活用した研究会 

１年生「はじめての Chrome」 山形市と協働した「サモア・カフェ」開催 

６年生を送る集会 






